
製品概要

• ガイド付きの調査によって、データに隠された 
意味のあるパターンを機械学習で発見

• 膨大なデータを調査して、コストのかかるダウンタ
イムを回避

• 専用の機械学習アルゴリズムを使って、マシン 
並みのスピードで分析および監視

• アラートに関する学習済みのモデルを使って、 
アクションをリアルタイムで自動化

Splunk Machine Learning Toolkit (MLTK)
Splunk MLTKでは、データに簡単に機械学習を適用して、Splunkプラットフォームの価値を 
広げることができます。MLTKは、Splunk CloudまたはSplunk Enterpriseをお使いの 
すべてのお客様にご利用いただけます。

機械学習のプロセス

Splunk Machine Learning Toolkit Appでは、Splunkで収集したデータを活用して機械学習(ML)モデルを運用できます。IT、セキュリ
ティ、ビジネス運用に関する一般的なニーズやユースケースに対応したガイド付きのワークフローと直感的なインターフェイスを使っ
て、さまざまな機械学習アルゴリズムを試すことができます。スマートアシスタントでは、案内される手順に沿ってモデルを作成したり、
独自の可視化やSplunkサーチ処理言語(SPL)コマンドをデータに適用したりできます。SPLコードが自動的に生成されるため、SPL

に詳しいユーザーがそのコードを使ってより高度な分析を行うことも可能です。

MLTKの特徴
実用的なインテリジェンスの構築：Splunk MLTKでは、機械学
習を運用業務に組み込むことができます。データの収集と分析、
モデルの反復的なトレーニング、アラートの設定をリアルタイム
で実行します。

使いやすいスマートアシスタント：MLTKには、幅広いユーザー
が機械学習を簡単に利用できるようにするための一連のスマー
トアシスタントが用意されています。スマートアシスタントでは、
案内されるワークフローに沿って予測、異常検出、クラスタリン
グを行うことができるため、データサイエンティスト並みの知識
がなくても業務に機械学習を取り入れてこれらの高度な機能を
利用できます。スマートアシスタントのインターフェイスは、機械
学習に関する複雑な操作を排除してシンプルに設計されてい 

ます。

1.データ収集

4.可視化/モデル化

2.クリーニング/変換6.運用

3.探索/学習5.レビュー
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MLTK Appのダウンロード：splk.it/MLTK。
詳しくは、関連資料(splk.it/MLcheatsheet)またはSplunkの関連YouTubeページ(splk.it/MLvideos)をご覧ください。
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Splunk Machine Learning Toolkitでは、30種類以上の一般的なアルゴリズムのほか、300種類を超える人気の高いオープンソー
スアルゴリズムを利用できます。また、さまざまなサンプルデータセットを集めたショーケースも用意されているため、機械学習
を初めて利用するユーザーでもその概念を深く学ぶことができます。さらに、4つのスマートアシスタント(Smart Forecasting、
Smart Outlier Detection、Smart Clustering、Smart Prediction)と、以下の6つの実験アシスタントを使用して、ガイドに沿って
モデルを作成することもできます。
• Predict Numeric Fields (線形回帰)

• Predict Categorical Fields (ロジスティック回帰)

• Detect Numeric Outliers (分布統計)

• Detect Categorical Outliers (確率測度)

• Forecast Time Series

• Cluster Numeric Events

Machine Learning Toolkitでは、リリースのたびに新しいガイド付きアシスタントパネルが追加され、以下を始めとするさまざま
なアルゴリズムを簡単に利用できます。

オープンソースによる拡張性：MLTKは、GitHubコミュニティ、
Apache Sparkコネクター、TensorFlowのコンテナを通じてオー
プンソースやサードパーティのデータサイエンスコミュニティや
ツールと統合することで拡張を続けています。

エキスパートによるガイダンス – ML Advisory Program：無料の
Splunkハンズオンガイダンスとデータサイエンスリソースで、本
番環境で使用するモデルの開発方法を学ぶことができます。

ACF (自己相関関数)
PACF (偏自己相関関数)

数値フィールドの予測(回帰)

DecisionTreeRegressor
ElasticNet
GradientBoostingRegressor
KernelRidge
Lasso
LinearRegression
RandomForestRegressor
Ridge
SGDRegressor
System Identification 

数値時系列の予測

ARIMA
KalmanFilter (predictコマンドを使用)
StateSpaceForecast

数値イベントのクラスター化

Birch
DBSCAN
KMeans
SpectralClustering
XMeans

特徴量の抽出

FieldSelector
HashingVectorizer
ICA
KernelPCA
NPR
PCA
TFIDF

データの分析 前処理

Imputer
RobustScaler
StandardScaler

外れ値の検出

anomalydetection (コマンド)
DensityFunction
LocalOutlierFactor
OneClassSVM
streamstats、median、mean、p25、p75

カテゴリフィールドの予測(分類)

BernoulliNB
DecisionTreeClassifier
GaussianNB
GradientBoostingClassifier
LogisticRegression
MLPClassifier
RandomForestClassifier
SGDClassifier
SVM

スタート

フィールド値の予測

データの準備イベントのグループ化 分析

将来の値の予測

数値 カテゴリ

外れ値の検出
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